獨協医科大学のwebsiteにも公表されているように2011年度から小論文は，「文章読解型」の出題形式となりました。時間に変更はないことから，解答字数が増加することと思います。
過去３ヵ年のテーマ（「文章読解型」）は以下のようになっています。 

・2008（１日目）「南木佳士『ふつうの医師たち』からの抜粋を読み，設問に答えなさい。」」

・2008（２日目）「浜辺祐一『救命センターからの手紙　ドクターファイルから』の抜粋を読み，設問に答えなさい。」

・2009（１日目）「内村鑑三・鈴木範久『Representative men of Japan』からの抜粋を読み，設問に答えなさい。」

・2009（２日目）「河合隼人『こころの処方箋』を読み，設問に答えなさい。」

・2010（１日目）「五木寛之『他力』を読んで，「バーチャル・リアリティ化」について具体例をあげて利点と欠点を600字以内で書きなさい。」

・2010（２日目）「斉藤孝「子供に「退屈力」をつけよ」（文芸春秋2006年7月号）を読んで， 「退屈力」について自分の経験に基づいて600字以内で説明しなさい。」」
・2011（１日目）「立花隆・利根川進「精神と物質」（文藝春秋）より抜粋≪出題の都合より一部改変≫」を読んで，以下の問に答えなさい。

問１．本文中の回答者（利根川進氏）の考えを２００字以内で要約しなさい。

問２．本文で述べられている利根川進氏の生命観に対する感想を述べた上で，あなた自身は生命をどのようにとらえているか６００字以内で述べなさい。
・2011（２日目）「朝日新聞/2010年10月20日鳥飼玖美子「オピニオン　インタビュー　これからの英語」より抜粋≪出題の都合より一部改変≫」を読んで，以下の問に答えなさい。

問１．本文を200字以内で要約しなさい。

問２．本文で書かれた英語教育における“実用”と“教養”をキーワードに，あなた自身が受けたこれまでの教育を総評し，医師を目指すあなたが今後受けてみたい教育について600字以内で述べなさい。
さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが， 

以下のテーマにしました。

すばらしい答案を期待しています。

次の文章を読み、日本において男女対等社会を実現するにあたって障害となっている諸要因を説明し、それらを改善する方策について考えるところを述べなさい（1200字以内）。
　アメリカ戦後４０年の社会変革の主役は女性であった。エンゲルスは１８８０年代に、「母権制から父権制への移行は女性の世界史的敗北であった」（『家族、私有財産及び国家の起源』）と書いたが、２０世紀の後半に至って、アメリカ女性は着々と失地を回復しつつある。主婦業からの脱出を求めてぞくぞくと職場進出した女性たちは、伝統的な女性職、低賃金からの脱出を求めて、男の牙城であった高収入、名声、権力のある地位へとなだれ込んでいる。そして今、経済力を手にした女性たちは、男支配、女服従という家庭像を壊し、対等（シメントリー）型家庭の創造、決定への女性参加、家事の男女分担を要求している。

　日本でも、「戦後強くなったものは女と靴下」などと言われてきた。しかし、こうした表現で指摘された日本女性の強さとは、通常、家庭内での発言権や決定権の増加を意味しているにすぎなかった。月給袋を任せられて月々の生活費を管理し、子供の教育の主たる責任者であることであった。せいぜい家で夫の尻の下に敷くことを指していることが多かった。これに対して、アメリカ女性の強さは、家庭の外に向けられている。職場、地域社会、政治の場といった、つまり公の場において発揮されている。

　アメリカで、女性を様々な桎梏から解放し、能力を最大限に活用しうる社会が作られてきたことは事実だ。だがその一方で、予期せぬ深刻な社会問題が発生してきたことも否定できない。離婚の増大、家庭の崩壊、母子家庭の貧困化、独身女性の増加、未婚の母の増加、１０代の妊娠・出産の増加、子供の生活環境の悪化、麻薬・アルコールの蔓延、性犯罪の増加等である。一部には、これらの現象をすべて女性解放運動の結果としてとらえ、女性解放はプラスよりマイナスをより多くもたらしたという声さえ聞かれる。しかし、それはあまりにも短絡的結論である。むしろ、戦後アメリカが経験した伝統からの解放、個人主義の進行、自由の拡大という大きな社会的変化が、それに代わる新しい価値の創造が容易に進まないまま、また他の社会的価値とバランスを欠いたまま急速に進行したため、様々ないびつ、矛盾が眼を吹いたと言うべきであろう。また、急激な社会変化に対応する新しい社会制度が必要であるが、その整備の方は大幅に立ち遅れているため、社会的弱者がそのギャップのいっそうの犠牲になっている場合も多いことは否めない。アメリカは今、過渡期の苦しみにあるとも言える。

　ところで、アメリカで起こった社会現象は、これで遅かれ早かれ日本にも持ち込まれてきた。アメリカ社会と日本社会という伝統、文化の相違にもかかわらず、社会現象には多くの共通性が見られた。とすれば、今アメリカが直面している問題に、やがて日本も直面するかもしれないのだ。アメリカの経験から日本は何を学びうるか？何を取り入れ、何を教訓とするべきか？どのようにすれば、マイナスの副産物の少ない、男女対等平等社会を達成することができるのだろうか。

